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「海センター」 の教育研究活動について

　横浜国立大学は、 2007 年 6 月に部局横断的な文理融合型組織 「統合的海洋教育 ・

研究センター （海センター）」 を設立し、大学院副専攻プログラム 「統合的海洋管理学」

による教育研究を推進しています。

　本センターは、 それまで各部局において、 専門分野毎に行ってきた海洋に関するさま

ざまな分野の教育研究活動の連携強化を図るため、 全学教育研究施設の一つとして位

置付けられました。 2007 年 7 月に施行された 「海洋基本法」 及び 2008 年に策定され

た 「海洋基本計画」 の体制を大学教育から支えるという重要な意味をもつ活動を行っ

ています。 大学院教育実施に当たっては、 国及び地方自治体、 外部関係機関、 民間

企業、 産業界等との産官学連携を図り、 海洋に関する深い専門知識とともに海洋全般

の問題を考察することのできる人材を育成し、 産業社会や公共サービスへの多様な人

材ニーズに応えることを目標にしています。

　本学の海洋教育 ・ 研究の大きな特徴は、 海に関わる理工学分野の研究者のみならず、 社会科学分野でも海洋研究で高く

評価される実績を持つ研究者を多数擁し、 政策立案などに貢献していることが挙げられます。 海センターは、 2008 年度から

文部科学省特別経費、 日本財団助成金及び学内予算により、 海洋に関する多角的な視点からの教育研究環境の充実を図っ

てきましたが、 その間継続して、 日本財団助成事業として、 本センターのプログラム履修生を海外の大学 ・ 研究機関に短期

派遣する事業を行い、 アジア、 ヨーロッパ及びアメリカ大陸の各大学において滞在型の共同研究を実施し、 成果を挙げてい

ます。

　また、 国内関係機関との連携体制強化については、 海センター設立前からの ( 独 ) 海上技術安全研究所、 ( 独 ) 港湾空港

技術研究所に加えて、 海センター創設後も、 （社） 海洋産業研究会、 （独） 海洋研究開発機構及び （独） 水産総合研究セ

ンターとの間で包括的連携協定を締結し、 これらを通じて、 海洋分野における研究交流、 人材育成を積極的に進めています。

海センターは設立後 5 年を経過し、 次の 5 年間は大学院副専攻プログラムの更なる充実と、 外部機関と共同した、 学際研

究プロジェクトを積極的に推進してまいります。

　第二次海洋基本計画が新たに船出しようとしている現在、 海センターが、 わが国における海洋に関する教育研究の中枢機

関の一つとして機能し、 国内外の関係大学 ・ 研究機関との共同研究を通じた実践的人材育成の推進母体として機能し、 多く

の質の高い海洋人材を世界に送り出すセンターになるよう鋭意努力したいと考えています。

　本活動報告 （Ⅲ） は、 2011 年度及び 2012 年度の 2 年間にわたる海センターの教育研究活動を取りまとめたものでありま

す。 海センターの活動に関するご要望やご意見がありましたら本センターまでお寄せください。 今後とも皆様の温かいご支援

とご協力をよろしくお願いいたします。

統合的海洋教育 ・ 研究センター長　池田龍彦
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Eucalanus bungii Giesbrecht, 1892
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（写真 3,4：2013年 2月 19日のポスターセッションの様子）（於：横浜国立大学「情報ラウンジ」） 

 
２－２－３ 修了生ネットワークの形成 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２－２－３　修了生ネットワークの形成

統合的海洋教育 ・ 研究センターでは、 副専攻プログラム 「統合的海洋管理学」 の修了生を対

象に、 修了後の進路について調査を実施し、 修了生と継続的に連絡を取れる体制を構築した。

結果として一年に一回の頻度で、 現在の履修生に就職先をアピールする場として修了生講演会

を企画し、 初期の修了生に後援を依頼した。 この企画は現理修正の間で大変好評になり、 継

続的に実施する予定をしている。
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（写真 1,2 ： 2012 年 2 月 23 日の修了生講演会の様子） （於 ： 横浜国立大学 「れんが館」）

 

 

 

（写真 3,4 ： 2013 年 2 月 19 日の修了生講演会の様子） （於 ： 横浜国立大学 「メディアホール」）

また修了生全員に呼びかけ、 「統合的海洋管理学」 の修了生の間に e- ニュース、 メーリングリス

トや SNS など、 修了生が自主的に連絡し合う持続的なネットワークの形成を支援していく。
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２－３．関連科目一覧（公開講座とも） 
 第 5 期の関連科目一覧（公開講座とも）を示す。 
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本アンケートは、 本プログラムの第 5 期および第 6 期の履修生を対象にして、 統合的海洋管

理学プログラムについての感想、 意見およびコメント等を収集したものである。 その目的は、

履修者の生の声にもとづいて学務委員会において次年度以降の取り組みに関して改良を加

える際の参考にすることである。

ここでは第 5 期および第 6 期のアンケートの結果の概要を抜粋紹介する。 なお、 自由記入式

設問に関する回答結果は割愛する。

第 5 期生回答集計 （回答 19 名／履修生 29 名）、 第 6 期生回答集計 （回答 24 名／履修生 

29 名）
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（２）　　短期海外派遣および短期受け入れ事業 

（図 ： 2013 年 3 月現在の中長期派遣先の様子）
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◎テーマ： 「知られざる横浜の安心 ・ 安全の最前線―海上交通管制 ・ 病害虫侵入防止 ・ 浸水水害対策―」

◎アンケート回答者 （設問８） ･･････････････････････････････････　50 人 （参加者総数 120 人、 回収率 ： 44%）

◎アンケート回答者の属性等

（１） 年　令　（20 代 6 人、 30 代 4 人、 40 代 2 人、 50 代 10 人、 60 代 19 人、 70 代以上 5 人）　 （n ＝ 46/50）

（２） 所属 （学生・院生 8 人、 国家公務員 1 人、 地方公務員 2 人、 研究機関 5 人、 民間企業 10 人、 その他 12 人）

（n ＝ 38/50）

◎アンケート設問回答

１． あなたがこのシンポジウムを知ったきっかけは何ですか？　　　（該当するものに○印。 以下、 同）

１） 横浜国大のチラシをみて （*）

２） 横浜国大海センターの HP をみて

３） 外部の施設での掲示ポスターをみて（*）

４） 新聞のお知らせ欄をみて

５） 教員の勧めで

６） 知人・友人に誘われて

７） その他 （**）

（n ＝ 52/50） （複数回答者あり !）

………………15

……………9

……6

 …………………… 0

…………………………………9

 ……………………… 3

…………………………………10

２． あなたがこのシンポジウムに参加しようと思った理由は何ですか？　　　　　　　　　　（複数可）

１） 海洋問題一般に関心があるから

２） 講演１の東京湾の船舶航行安全に関心があるから

３） 講演２の植物防疫所の活動に関心があるから  

４） 講演３の帷子川分水路に関心があるから

５） パネルが聴きたい内容だったから (*)　

６） プログラム全体に興味を覚えたから （*）

７） 人から強く勧められたから (*)

８） その他 （*） 1

………………………33

……15

…………9 

………………12

……………………11

…………………8

………………………………1

………………………………………………1

（n ＝ 90/50）
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３． あなたにとって、 ３つの講演は全体としてどの程度、 参考になりましたか？　

１） 非常に参考になった

２） かなり参考になった

３） いくぶん参考になった 

４） 普通だった 4

５） 若干、 物足りなかった

６） 物足りなかった

（n ＝ 49/50）

…………………………………17

…………………………………18

…………………………………7

……………………………………………4

…………………………………3

…………………………………………0

４． あなたは、 パネルディスカッションについて、 全体として、 どのように思いましたか？

１） 非常に良かった

２） かなり良かった

３） まあまあ良かった

４） 普通だった

５） 若干物足りなかった

６)  物足りなかった

５． あなたは、 パネルディスカッションについて、 全体として、 どのように思いましたか？

１） 非常に参考になった

２） かなり参考になった

３） いくぶん参考になった

４） 普通だった

５） 若干、 物足りなかった

６） 物足りなかった

…………………………11

…………………………13

…………………………10

…………………………5

…………………………1

…………………………0

………………………16

………………………16

………………………8

………………………1

………………………0

………………………0

（n ＝ 41/50）

（n ＝ 40/50）
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６． パネルディスカッションについて、どんな点が良かったですか、以下の中から選択したうえ、ご意見ご感想を表すキー

ワードや具体的内容をお書きください。 　　　　　　　　　　　　（複数可）

１） 安心 ・ 安全対策全体

２） 東京湾の船舶交通の安全問題

３） 病害虫検疫問題

４） 水害浸水対策問題

５） 想定外問答

６） 安心 ・ 安全の技術問題

７） その他 （キーワード： 　　　　　　　）

７． パネルディスカッションで、 あなたが物足りなかったと考える点、 もっと知りたかったことや議論して欲しかった点が

あるとしたら、 それはどういう点ですか、 ご自由にお書きください。

（例 ： 環境問題、 漁業問題、 地域の取り組み、 海洋技術、 海洋関連の政策と法制度、 海陸相互の関係、 海域総

合的管理など）

（自由記入回答は略）

8． 本シンポジウムの企画内容および横浜国大海センターの今後の活動に関するご意見、 要望、 注文、 あるいは感

想やご批判など、 何でもご自由にお書きください。 　

（自由記入回答は略）

………………………12

……………19

……………………………6

…………………………15

…………………………………16

……………………8

…………1

（n ＝77/50）

（以上）

（３） 第 10 回シンポジウムのアンケート調査結果

◎テーマ： 「東京湾 ・ 相模湾における津波災害と沿岸防災」

〔参加者総数 ： 322 人〕

◎アンケート回答者 （設問８） ･･････････････････････････････163 人 （対 322 人＝ 51%、 対 303 人＝ 54%）

（n=163/322）

◎アンケート回答者の属性等

（１） 性　別　（　男 140 人、　女 13 人　）

（n ＝ 153/163）

（２） 年　令　（20 代 11 人、 30 代 15 人、 40 代 27 人、 50 代 31 人、 60 代 47 人、 70 代以上 20

（n ＝ 153/163）
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（３） 所　属 （学生 ・ 院生 11 人、 国家公務員 5 人、 地方公務員 19 人、 大学教員 6 人、

研究機関 2 人、 民間企業 44 人、 その他 31 人）

（n ＝ 118/163）

（４） シンポジウムには事前に登録しましたか。 （はい 105 人・ いいえ 32 人）　　　　　　　　　　　　　　　　（n ＝ 137/163）
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◎アンケート設問回答

１． あなたがこのシンポジウムを知ったきっかけは何ですか？

１） 本シンポジウムのチラシをみて

２） 横浜国大や海センターの HP を見て

３） 講師所属機関等での案内／ポスターをみて

４） 新聞のお知らせ欄をみて

５） 市町村で掲示のポスターをみて

６） 職場や研究室の勧めで

７） 同僚、 知人、 友人の紹介で

８） その他

………………31

…………29

……15

……………………23

…………………3

……………………20

…………………31

……………………………………16

（n ＝ 168/163） （複数回答者あり !

２． あなたがこのシンポジウムに参加しようと思った理由は何ですか？　　　　　　　　　　（複数可）

１） 海洋問題一般に関心があるから

２） 講演１の南海トラフの巨大地震 ・ 津波に関心があるから

３） 講演２の沿岸漁業と津波防災に関心があるから

４） 講演３の港湾施設の津波被害と対策に関心があるから

５） 講演４の新たな津波浸水予測図と防災対策に関心があるから

６） 講演５の津波予防と減災戦略に関心があったから

７） パネルディスカッションを聴きたかったから

８） プログラム全体に興味を覚えたから

９） その他

…………………………………………………………………………………52

…………………………………………………………66

…………………………………………………………………25

…………………………………………………………51

…………………………………………………57

………………………………………………………………63

…………………………………………………………………………14

………………………………………………………………………………48

…………………………………………………………………………………………………………………8

（n ＝ 384/163）
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３． あなたにとっては、 ５つの講演は全体としてどの程度、 参考になりましたか？　

１） 非常に参考になった

２） かなり参考になった

３） いくぶん参考になった

４） 普通だった

５） 若干、 物足りなかった

６） 物足りなかった

…………37

…………74

……………41

………………………4

……………3

……………………0

（n ＝ 159/163）

４． あなたは、 パネルディスカッションについてどのように思いましたか？

１） 非常に良かった

２） かなり良かった

３） まあまあ良かった

４） 普通だった

５） 若干物足りなかった

６） 物足りなかった

５． パネルディスカッションについて、 どんな点が良かったですか、 以下の中から選択したうえ、 できれば、 キーワー

ドや具体的内容をお書きください。 　　　　　　　　　　　　　　　　（複数可）

１） 海洋沿岸防災政策全体

２） 地震 ・ 津波関係の科学技術研究の側面

３） 地震 ・ 津波の減災の側面

４） 東京湾地域の沿岸防災

５） 相模湾地域の沿岸防災

６） その他

………………18

………………36

………………33

………………9

………………4

………………1

（n ＝ 101/163）

（n ＝ 154/163）

（以上）

…………………20

…17

………………44

………………42

………………24

……………………………………7
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　海センターでは、履修生、教員ならびに公開講座聴講者、シンポジウム講師陣や参加者でｅ - メールアドレスが分かる方々

を対象に、 不定期だが事業活動の節目の時期などに合わせて、 メールニュースの配信を 2009 年 9 月から開始した。 これ

まで既に 14 号を配信しているが、 各号の配信日は次のとおりである。

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　創刊号 （2009.9.24）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№２ （2009.11.9）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№３ （2009.12.3）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№４ （2010.2.9）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№５ （2010.11.9）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№６ （2011.1.11）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№７ （2011.3.01）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№８ （2011.7.01）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№９ （2011.9.28）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№ 10 （2011.12.26）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№ 11 （2012.4.23）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№ 12 （2012.9.21）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№ 13 （2012.11.19）

　　　　 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」　№ 14 （2013.1.16）

以下に、 2011 年度と 2012 年度に配信した 「横浜国大海センター　ｅ－ニュース」 の目次を掲げておく。

────────────────────────────────────────────────────

　　横浜国大海センター　　e- ニュース　　　№ ８　　　　　　　　　　　　2011 年７月１日

－海センター、 6 月 23 日 ( 木 ) に工学研究棟 （S ７－１） ７階に移転

－平成 23 年度大学院生の海外派遣 （主要経費を助成）、 7/11 まで追加募集中！　

－東日本大震災の重要会合が続々開催、 海センター関係教員も発表　

－ 「海事 ・ 海洋産業の動向セミナー」 開催のご案内 【学内教員 ・ 履修生対象】

────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────

横浜国大海センター　　e －ニュース　　　№ ９　　　　　　　　　　　2011 年 9 月 28 日

・ 水研センターと包括連携協定を 8 月 9 日に締結、 交流会も同日開催

・ 海センターの外部評価委員会報告、 まとまる

・ 「海洋管理学Ⅰ」 10 月 4 日 ( 火 ) にオリエンテーションと第 1 回講義

・ 11 月 14 日 ( 月 ) にシンポジウム 「知られざる横浜の安心 ・ 安全の最前線」 開催

────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────

　

横浜国大海センター　　e- ニュース　　　№ 10　　　　　　　　　　2011 年 12 月 26 日

－ 11/14 （月） シンポジウム 「知られざる横浜の安心 ・ 安全の最前線」、 盛会裡に開催

－ 《予告》 2/13( 月 )、 海洋管理プログラム修了生 （OB） 講演会 ・ 第 4 期修了ポスターセッション

－ 《予告》 2/17( 金 )、 海洋空間のシステムデザイン教室ポスターセッション ・ 企業等説明展示会

────────────────────────────────────────────────────
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────────────────────────────────────────────────────

横浜国大海センター　e- ニュース　№ 11　　　　　　　2012 年４月 23 日

－ 2012 年度春学期 「海洋管理学Ⅱ」、 4 月開講。 今回も公開講座で

－船や魚のひれに関する公開講座 （7/16( 月 ・ 祝 )）、 ひれ推進コンテスト 8/25( 土 ) 開催

－国土交通省の坂下技術審議官の講演会 「海事大国日本の将来」、 5/19( 土 ) 開催

－海外派遣プログラム第一次募集、 4/25( 水 ) 〆切

－海外フィールドワーク （ショートビジット） （募集予告）

────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────

横浜国大海センター　e- ニュース　№ 12　　　　2012 年 9 月 21 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－ 「海洋管理学Ⅰ」、 10 月 1 日 ( 月 ) 昼オリエンテーションと第 1 回講義 （４限目）

－ PUL ショートステイ ・ プログラム、 5 ヶ国 19 名参加で成功裡に実施 （8/27-31）

－日本科学協会、 H25 年度若手研究者向け研究助成申請受付、 10/1 － 15

－海洋政策学会年次大会 12/1( 土 ) 開催、 アブストラクト〆切 9/24( 月 ) 正午

────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────

横浜国大海センター e- ニュース № 13 　　　　　　　　2012 年 11 月 19 日 

－シンポジウム 「東京湾 ・ 相模湾の津波災害と沿岸防災」、 12/10 （月） に開催 

－院生向け案内 ： 海外派遣生、 再募集中。 積極的応募を！ 

－横浜国大海センター、 水研センターおよび JAMSTEC との連携協定を延長 

────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────

横浜国大海センター　e- ニュース　№ 14　　　2013 年 1 月 16 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－ 12/10 開催のシンポジウム 「東京湾 ・ 相模湾の津波災害と沿岸防災」、 320 名の参加！

－≪予告≫ 2/19 （火） に 「修了生 （OB） 講演会及び第 5 期ポスターセッション」 を開催

－真鶴の臨海研究センター沖合で、 バラストフリー船の洋上模型実験を実施

－海センター関係教員、 各方面で講演活動等に活躍

────────────────────────────────────────────────────
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５．活動日誌 

◎「横浜から海洋文化を育む」 シンポジウム・シリーズの開催 （第１回－第８回も記載） 

  ）5.7.6002（」てけ向に界世の海なた新「 回1第

第 2 回 「東京湾の利用と環境を考える」（2006.11.6）   

第 3 回 「対立と協調の海」（2007.4.13）  

第 4 回 「海センター開設記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」（2007.11.3） 

第 5 回 「統合的海洋教育の将来」（2008.3.21） 

第 6 回 「東京湾を知る、守る、利用する」（2008.12.9） 

第 7 回 「海の神秘を探る」（2009.11.14） 

第 8 回 「環太平洋の海洋問題」（2010.11.29） 

 

第 9 回 「知られざる横浜の安心・安全の最前線-海上交通管制・病害虫侵入防止・浸水水害対策-」(2011.11.14)

       （後援： 神奈川県・横浜市・神奈川新聞社・ＴＶ神奈川・ ＦＭヨコハマ・ＮＨＫ横浜放送局・ 

第三管区海上保安本部・横浜港振興協会） 

第 10 回 「東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災」(2012.12.10) 

（後援：神奈川県・横浜市・神奈川新聞社・ＴＶ神奈川・ ＦＭヨコハマ・ＮＨＫ横浜放送局・横浜港振興協会・   

（独）海洋研究開発機構・（独）水産総合研究センター・（独）港湾空港技術研究所） 

（注）第 3 回（2007 年 4 月）までは海センター創設前の開催。 

 

◎海センター関連活動日誌  

以下に、海センター2011-2012 年度を日誌で記す。 

2011（H23）年度 

月 主な出来事、行事等  海センター内活動 備 考  

  ４月 

第４期：「統合的海洋管理学Ⅱ」開講  
（4/11 昼休み オリエンテーション） 

1-３０日

 

第４期「統合的海洋管理学」 

履修登録受付 
  

 
（4月 11日～8月 1日：毎週月曜、第 4限）

２１日 第１回運営委員会 

５月 
  

１７日 第２回運営委員会  

６月 ７日 外部評価委員会開催 ２１日 第３回運営委員会   

（於：横浜国大みなとみらいキャンパス会議

室）  

 
１４日 第 11 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー 
２３日 事務室学内移転（現事務所）  

 
２８日 第 12 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー 
  

７月 

 

５日 第 13 回 海事・海洋産業の動向 
セミナー 

    １日

   １９日

e-ニュース No８配信 

第４回運営委員会 

第１回学務委員会 
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 １２日 第 14 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー 
  

８月 ９日 水産総合研究センターと包括連携
協定締結（調印式・研究交流会） 

   

 

（於：【調印式】水産総合研究センター理事

長室【研究交流会】横浜国大みなとみらい

キャンパス会議室） 

 

９月 日５１  

２８日

第５回運営委員会 

e-ニュース No９配信 

  

１０月 

 

第５期：「統合的海洋管理学Ⅰ」開講      

（10/4 昼休み オリエンテーション） 

 １-３１日 第５期「統合的海洋管理学」 

履修登録受付 

 

  （10月 4日～2月 13日：毎週月曜 第４限）   

 ２８日 JAMSTEC連携協議会（第２回） ２０日 第６回運営委員会  

 （於：横浜国大共同研究推進センター２階 

セミナー室） 

 

１１月 １４日 シンポジウム「知られざる横浜の
安心・安全の最前線-海上交通管
制・病害虫侵入防止・浸水水害対
策-」実施*（於：横浜市開港記念会館） 

２２日

２４日

第 2 回学務委員会 

第 7 回運営委員会 

*上記シンポ
ジウムシリ
ーズ第 9 回 

１２月 ２２日 JAMSTEC 包括連携協定延長合意

書調印 

１５日

２６日

第 8 回運営委員会 

e-ニュース No10 配信 

 

 

（平成２３年１月２７日より１年間更新） 

平成 24年

１月 

  １９日

１９日

１９日

第 9 回運営委員会 

特任教員の選考 

客員教員の選考 

 

２月 １３日 修了生（OB）講演会・第４期修了生
による「第４期修了ポスターセッシ
ョン」（於：第一食堂内「れんが館」） 

１４日

２３日

第 3 回学務委員会 

第 10 回運営委員会 

 

３月 ２３日 第４期生修了証授与 １５日 第 11 回運営委員会  

     

2012（H24）年度  

月 主な出来事、行事等 海センター内活動 備 考  

４月 第５期：「統合的海洋管理学Ⅱ」開講 

（4/9 昼休み オリエンテーション） 

 １-３１日

 

第５期「統合的海洋管理学」 

履修登録受付 
  

 （4月9日～7月23日：毎週月曜 第４限）
２３日

２６日

e-ニュース No1１配信 

第１回運営委員会 
 

５月   １０日 役員懇談会   

   ２３日 第２回運営委員会 
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６月 ５日 第 15 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー １３日 第３回運営委員会  

 
１９日 第 16 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー 
  

 
２６日 第 17 回 海事・海洋産業の動向 

セミナー 
  

７月 ３日 第 18 回 海事・海洋産業の動向 
セミナー 

１２日 第４回運営委員会   

      

８月  ２４日 

 

 

２６-３１日

水産総合研究センター連携協議会
（第 1 回） 
（於：横浜国大 共同研究推進センター2

階セミナー室） 

ＰＵＬショートステイ（ＳＳ）プログラ

ム実施（参加学生：１６名） 

 

  

９月   １３日 第５回運営委員会   

２１日 e-ニュース No1２配信 

１０月 第６期：「統合的海洋管理学Ⅰ」開講      

（10/1 昼休み オリエンテーション） 
 

１-３１日

 

第６期「統合的海洋管理学」 
履修登録受付 

  

 （10 月１日～2 月 19 日、毎週月曜 第４限）
２３日 第６回運営委員会 

１１月   １９日 e-ニュース No１３配信  

   ２２日 第７回運営委員会 

１２月 １０日 シンポジウム「東京湾・相模湾にお

ける津波災害と沿岸防災」開催*    

６日

１３日

教員選考委員会 

第３回学務委員会 

 *上記ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・
  ｼﾘｰｽﾞ第１０回

 

  （於：横浜市開港記念会館） 
１３日 第８回運営委員会 

平成２５年

１月 

  １日

１０日

１６日

客員准教授発令 

第９回運営委員会 

e-ニュース No1４配信 

  

２月 １９日 

 

 

 

２０-２８日

修了生（OB）講演会・第５期修了生
による「第５期修了ポスターセッシ
ョン」 
（於：附属図書館 1 階メディアホール・情報
ﾗｳﾝｼﾞ） 

 
SV プログラム＊ 
（イギリスサウサンプトン） 

２１日

 

 

 

 

第１０回運営委員会 

 

 

 

 

*SV: Short Visit 

３月 ２２日 

 

第５期生修了証授与 ７日

２１日

教員選考委員会 

第１１回運営委員会  
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付  属  資  料

海センターの組織と教員一覧

海センター関係教員の活動実績
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